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ケイトウ

本年4月から、40～74歳を対象に特定健康診査（メタボ健診）が実施されていますが、
診査結果に基づき行われる特定保健指導を受ける人のうち、高血圧症、脂質異常症、糖
尿病のいずれかの基準に該当する人が、その診療等のため自己負担した診療（治療）費
は、医療費控除の対象に追加されています。

メタボ健診の診療費も医療費控除の対象に
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新
た
に
施
行
さ
れ
た
会
社
法
に
よ
り
、

Ｄ
Ｅ
Ｓ
（
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス

ワ
ッ
プ
）
の
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
ま

し
た
。

Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
は
、
債
務
の
株
式
化
を
図

る
手
法
の
こ
と
で
す
。
中
小
オ
ー
ナ
ー

企
業
の
場
合
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
が
会
社

に
対
し
て
貸
付
（
会
社
か
ら
見
る
と
借

入
）
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
こ
の
借
入
金

（
債
務
）
を
資
本
に
振
り
替
え
る
（
負
債
と

資
本
の
交
換
）
手
法
で
す
。

負
債
が
減
少
し
、
資
本
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
己
資

本
比
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
資
本
構
成
が
是
正
さ
れ
、
金
融

機
関
の
評
価
も
向
上
し
、
資
金
調
達
の

円
滑
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
資
本
構
成
は
是
正
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
が
、
株
式
価
値
の
向
上

に
よ
る
贈
与
税
の
発
生
な
ど
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

﹇
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
現
物
出
資
﹈

Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
貸
付
金
と
い
う
債
権
（
財

産
）
を
現
物
出
資
し
、
新
株
を
発
行
す
る

と
い
う
増
資
の
手
続
き
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
手
法
は
、
従

来
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
検
査
役
の
調

査
な
ど
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
り
、
あ
ま

り
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
新
会
社
法
に
よ
り
、
こ
れ
が
容

易
と
な
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
は
、「
現
物
出
資
財
産
」（
金

銭
以
外
の
財
産
の
出
資
）
の
価
額
を
調

査
さ
せ
る
た
め
、
裁
判
所
に
対
し
、
検

査
役
選
任
の
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
現
物
出
資
財
産
の
価
額
が

相
当
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
弁
護
士
や

税
理
士
等
の
証
明
（
現
物
出
資
財
産
が
不

動
産
の
場
合
に
は
、
そ
の
証
明
お
よ
び

不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価
）
を
受
け
た

場
合
や
、
す
で
に
弁
済
期
限
が
到
来
し

て
い
る
債
権
で
、
債
権
の
評
価
額
が
帳

簿
価
額
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
検
査

役
の
調
査
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

﹇
法
人
住
民
税
の
増
加
も
﹈

Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
よ
っ
て
資
本
金
が
増
加
す

る
と
、
住
民
税
の
均
等
割
の
増
加
、
各

種
会
費
の
増
加
な
ど
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
株
式
の
価
値
が

向
上
す
る
た
め
、
既
存
の
株
主
に
対
し

て
、
贈
与
税
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
企
業
再
生
・
再
建
手
法

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
合
理
的
な
再
建

計
画
に
基
づ
か
な
い
場
合
に
は
、
出
資

者
か
ら
の
過
剰
支
援
に
よ
る
経
済
的
利

益
の
供
与
（
寄
付
金
認
定
）
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

﹇
相
続
対
策
と
し
て
も
﹈

ま
た
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
手
法
は
、
相
続
対

策
に
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
同

族
会
社
の
被
相
続
人
が
会
社
に
貸
付
を

行
っ
て
い
る
場
合
、
会
社
に
対
す
る
貸

付
金
は
相
続
財
産
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

会
社
が
債
務
超
過
の
状
況
に
あ
る
場
合
、

相
続
財
産
と
し
て
の
株
式
に
は
価
値
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
貸
付
金
に
対
し
て
は

相
続
税
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

株
式
と
貸
付
金
の
相
続
財
産
を
圧
縮
す

る
こ
と
で
、
相
続
税
対
策
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

株
式
会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
異
な
る
定
め
を
し
た
内
容
の
異
な

る
二
以
上
の
種
類
の
株
式
（「
異
な
る
種

類
の
株
式
」、「
種
類
株
式
」
と
呼
び
ま
す
）

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
　
剰
余
金
の
配
当

②
　
残
余
財
産
の
分
配

③

株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項

④

譲
渡
に
よ
る
当
該
種
類
の
株
式
の

取
得
に
つ
い
て
当
該
株
式
会
社
の
承

認
を
要
す
る
こ
と

⑤

当
該
種
類
の
株
式
に
つ
い
て
、
株
主

が
当
該
株
式
会
社
に
対
し
て
そ
の
取

得
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

⑥

当
該
種
類
の
株
式
に
つ
い
て
、
当

該
株
式
会
社
が
一
定
の
事
由
が
生
じ

た
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
れ
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

⑦

当
該
種
類
の
株
式
に
つ
い
て
、
当
該

株
式
会
社
が
株
主
総
会
の
決
議
に
よ

っ
て
、
そ
の
全
部
を
取
得
す
る
こ
と

⑧

株
主
総
会
（
取
締
役
会
設
置
会
社

に
あ
っ
て
は
株
主
総
会
ま
た
は
取
締

役
会
、
清
算
人
会
設
置
会
社
に
あ
っ

て
は
株
主
総
会
ま
た
は
清
算
人
会
）

に
お
い
て
決
議
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、

新
会
社
法 

活
用
の 

　
い
ろ
い
ろ 

会
社
の
借
入
金
を

資
本
金
に
振
り
替
え
る
Ｄ
Ｅ
Ｓ

1

種
類
株
式
の
活
用
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当
該
決
議
の
ほ
か
、
当
該
種
類
の
株

式
の
種
類
株
主
を
構
成
員
と
す
る
種

類
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
も
の

⑨

当
該
種
類
の
株
式
の
種
類
株
主
を

構
成
員
と
す
る
種
類
株
主
総
会
に
お

い
て
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
を
選
任

す
る
こ
と
（
た
だ
し
、
委
員
会
設
置

会
社
及
び
公
開
会
社
は
、
こ
の
株
式

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

代
表
的
な
株
式
に
つ
い
て
、
下
記
に

整
理
し
ま
す
。

a

取
得
請
求
権
付
株
式

株
主
が
会
社
に
対
し
て
、
所
有
す
る

株
式
を
買
い
取
る
こ
と
を
請
求
で
き
る

権
利
の
あ
る
株
式
の
こ
と
で
す
。

s

拒
否
権
付
株
式

取
締
役
の
選
任
や
解
任
、
合
併
、
事

業
譲
渡
な
ど
、
会
社
の
重
要
な
決
議
に

つ
い
て
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
の
あ
る
株
式
の
こ
と
で
す
。
い

わ
ゆ
る
「
黄
金
株
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

敵
対
的
買
収
対
策
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

d

取
得
条
項
付
株
式

会
社
が
株
主
に
対
し
て
、
強
制
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
主
張
で
き
る
株
式

で
す
。
敵
対
的
買
収
な
ど
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
種
類
株
式
の
活
用

に
よ
っ
て
、
従
業
員
の
や
る
気
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
従
業
員
に
「
配
当
優
先
株
式
」
を
付

与
し
ま
す
。
従
業
員
は
、
会
社
の
業
績
向

上
に
努
め
、
配
当
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
会
社
の
た
め
に
働
き
ま
す
。
万

一
、
従
業
員
が
退
職
す
る
場
合
、
会
社
が

株
式
を
買
い
取
る
も
の
（
取
得
条
項
付
株

式
）
と
し
て
お
く
こ
と
と
し
ま
す
。

一
方
で
は
、
従
業
員
に
株
式
を
与
え

て
も
、
経
営
者
側
に
経
営
権
が
維
持
で

き
る
よ
う
に
、
複
数
議
決
権
、
あ
る
い

は
議
決
権
制
限
株
式
を
利
用
し
た
、
種

類
株
式
を
活
用
し
た
制
度
を
導
入
す
る

な
ど
、
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
お
く

こ
と
も
必
要
で
す
。

会
社
法
で
は
、
株
主
に
対
す
る
利
益
配

当
は
、「
剰
余
金
の
分
配
」
の
一
つ
で
す
。

す
な
わ
ち
、
会
社
財
産
を
株
主
に
還
元

す
る
「
利
益
配
当
」、「
中
間
配
当
」、「
資

本
お
よ
び
準
備
金
の
減
少
に
伴
う
払
戻

し
」、「
自
己
株
式
の
買
受
」
は
す
べ
て
、

「
剰
余
金
の
分
配
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
従
来
と
異
な
る
方
式
の
財

源
規
制
が
あ
り
ま
す
。
分
配
可
能
額
の

範
囲
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
分
配
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
っ
て
、
そ
の
株
主
（
当
該
株
式
会
社
を

除
き
ま
す
）
に
対
し
、
い
つ
で
も
、
剰
余

金
の
配
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

剰
余
金
の
配
当
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
そ
の
都
度
、
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
っ
て
、
①
配
当
財
産
の
種
類
（
当
該
株

式
会
社
の
株
式
な
ど
を
除
く
）
及
び
帳

簿
価
額
の
総
額
、
②
株
主
に
対
す
る
配
当

財
産
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項
、
③
当
該

剰
余
金
の
配
当
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る

日
、
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
分
配
可
能
額
の
算
定
方
法
は
、

「
最
終
事
業
年
度
の
末
日
時
点
（
決
算
期
）

に
お
け
る
貸
借
対
照
表
」
を
基
礎
に
、

「
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
剰
余
金
の
変
動
要

素
の
一
部
」
を
加
減
し
ま
す
。
決
算
期

に
お
け
る
分
配
可
能
額
は
、「
そ
の
他
の

利
益
剰
余
金
」
＋
「
そ
の
他
の
資
本
剰

余
金
の
合
計
額
」
か
ら
、
下
記
を
控
除

し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

①
自
己
株
式
の
帳
簿
価
額
、
②
の
れ

ん
代
の
二
分
の
一
お
よ
び
繰
延
資
産
の

額
の
合
計
額
か
ら
資
本
金
・
資
本
準
備

金
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
、
③
そ
の
他

有
価
証
券
・
土
地
の
評
価
損
が
あ
る
場

合
に
お
け
る
当
該
差
損
額
、
④
純
資
産

額
中
剰
余
金
以
外
の
額
が
三
〇
〇
万
円

に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
不
足
額
。

つ
ま
り
、
資
本
金
の
金
額
に
よ
ら
ず
、

純
資
産
額
が
三
〇
〇
万
円
未
満
の
場
合

に
は
、
剰
余
金
が
あ
る
場
合
で
も
配
当
を

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
に

生
じ
た
事
由
の
う
ち
減
算
項
目
と
し
て

は
、「
自
己
株
式
の
取
得
」、「
剰
余
金
の

配
当
」、「
剰
余
金
の
資
本
金
・
準
備
金

へ
の
計
上
」、
加
算
項
目
と
し
て
は
、「
資

本
金
・
準
備
金
を
減
少
し
て
剰
余
金
と

し
た
場
合
」
が
あ
り
ま
す
。

配
当
は
現
物
に
よ
る
配
当
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
配
当
財
産
が
金
銭
以
外

の
財
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
式
会
社

は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
①
株

主
に
対
し
て
金
銭
分
配
請
求
権
（
当
該

配
当
財
産
に
代
え
て
金
銭
を
交
付
す
る

こ
と
を
株
式
会
社
に
対
し
て
請
求
す
る

権
利
の
こ
と
）
を
与
え
る
と
き
は
、
そ
の

旨
お
よ
び
金
銭
分
配
請
求
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
期
間
、
②
一
定
の
数

未
満
の
数
の
株
式
を
有
す
る
株
主
に
対

し
て
、
配
当
財
産
の
割
当
て
を
し
な
い

こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
お
よ
び

そ
の
数
、
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
、
利
益
配
当
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

金
銭
に
よ
ら
な
い
現
物
配
当
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

利
益
配
当
の
制
度
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甲は、元従業員である乙の事業資

金の借り入れに際し、連帯保証人と

なりましたが、乙は事業に失敗し、

借入金を返済できないまま倒産してしまいま

した。連帯保証人である甲は相当の財産を所

有しており、この債務を履行するにあたり、

甲の所有不動産を譲渡して乙の債務を弁済し

ました。

保証債務を履行するために資産の譲渡があ

った場合には、譲渡所得の課税の特例がある

そうですが、どのような制度なのでしょう

か？

保証債務を履行するために資産を

譲渡した場合において、その履行に

伴う求償権の全部又は一部を行使す

ることができなくなったときは、その行使す

ることができなくなった金額については、譲

渡所得の金額の計算上なかったものとみなさ

れます。

この場合の求償権が行使不能の状態である

かどうかの判定については、原則として次の

ような事実が発生した場合のそれぞれ次に掲

げる金額は求償権を行使することができなく

なった金額として取り扱われます。

１．会社更生法等の規定による更生計画の認

可の決定があったこと等により切り捨てら

れることとなった部分の金額

２．会社法の規定による特別清算に係る協定

の認可の決定により切り捨てられることと

なった部分の金額

３．法令の規定による整理手続によらない関

係者の協議決定で切り捨てられることとな

った一定のもの

４．債務者の債務超過の状態が相当期間継続

し、その貸金等の弁済を受けることができ

ないと認められる場合において、その債務

者に対し書面により通知された債務免除額

連帯保証人が資産を譲渡して
債務を弁済した場合
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相続税申告の際に、一定の特例の
適用を受けるために印鑑証明書を添

付した遺産分割協議書（写）を提出しなけれ
ばならない場合がありますが、共同相続人の
中に海外赴任等をしている者がいる場合には
どのような取り扱いになるのでしょうか？

共同相続人の中に在外邦人がいる
場合には、通常、その者の印鑑証明

書を添付することができません。このような
場合には、不動産登記の場合と同様に、次の
書類を遺産分割協議書（写）に添付して提出
することとなります。
１．居住地国の日本公館で印鑑証明書の発行
を取り扱っている場合には、居住地国の日
本公館が発行した印鑑証明書
２．居住地国の日本公館で印鑑証明書の発行
を取り扱っていない場合には、居住地国の
日本公館が発行した署名及び拇印証明書

在外邦人の
印鑑証明書に代わる書類
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